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１ 重点施策

１ 地域社会総がかりで取り組む文化財保護の仕組みづくり

文化財は、地域の歴史や文化を理解し、豊かな地域づくりをしていくための大切な要素

である。このような文化財を継承する担い手を確保し、地域社会総がかりで文化財保護に

取り組むために、本県における文化財の保存と活用の基本的な方向性を示した秋田県文化

財保存活用大綱に基づき、保存と活用が相乗効果を生み出すサイクルの構築を目指す。

また、文化財保護について専門的知見を有する人材の育成と、体制の整備に取り組む。

２ 文化遺産の文化財指定等の推進

私たちの祖先が、今日まで守り伝えてきた貴重な文化遺産を保存・活用するため、重要

なものを秋田県指定文化財に指定する。

そのため、県内に所在する文化財の基礎的な資料の蓄積、状況の把握や、遺跡の内容確

認、新たな埋蔵文化財の調査を目的として、文化財保存調査、遺跡詳細分布調査等の事業

を推進する。また、継承が困難になりつつある郷土食について、調査事業の成果を活かし、

指定等文化財として保存と活用を図る。

３ 文化遺産の保存・継承の充実

近年多発している大規模な災害を受け、貴重な文化財をいかに守っていくかが緊急課題

となっていることを踏まえ、防災・防犯体制の整備に取り組む。

横手市増田重要伝統的建造物群保存地区の保存と活用に向けた整備事業と重要文化財天

徳寺の保存修理事業への支援をはじめ、重要文化財や史跡・名勝・天然記念物等の永続的

な保存を図るため、保存修理、防災施設整備、保護管理、史跡整備等に助成する。

将来にわたり原形を維持し、かつ伝えることが難しい民俗芸能や伝統行事等の継承を促

進するために、民俗文化財継承支援事業を実施し、子ども民俗芸能交流大会の開催等によ

り、民俗芸能に取り組む児童生徒の交流を進めるなど、民俗芸能の継承を支援する。

世界文化遺産に登録された「北海道・北東北の縄文遺跡群」について、他の３道県とと

もに保存を万全とし、秋田の縄文遺跡群保存活用基本構想に基づき、活用事業を推進する。

４ 文化遺産の積極的な活用の推進

出土品や遺跡等の埋蔵文化財や史跡等を活用した埋蔵文化財保管活用事業、「未来につ

なぐＪＯＭＯＮ」世界遺産魅力アップ事業を実施し、県民に郷土の歴史や文化を学ぶ機会

を提供する。

文化財の魅力にふれ、そのよさを発見できる機会を充実させるため、市町村と連携した

地域の文化財活用事業の推進に努め、あわせてホームページ等による文化財の情報発信の

充実を図る。

また、世界文化遺産やユネスコ無形文化遺産に登録された文化財の情報発信及び保存と

活用を図る。
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施　策

秋田県文化財保護審議会の開催

カモシカ保護地域特別･ 通常調査事業

遺跡詳細分布調査

埋蔵文化財発掘調査

文化財保護管理指導

文化財保護助成事業

横手市増田重伝建保存地区整備等助成事業

文化財保存調査事業

文化財所在確認調査

埋蔵文化財発掘調査

払田柵跡史跡内容確認調査

文化財保護助成事業

 ・民俗芸能交流推進事業

 ・民俗文化財伝承支援事業

北海道・東北ブロック民俗芸能大会参加

無形文化遺産の登録推進

「未来につなぐＪＯＭＯＮ」世界遺産魅力アップ事業

 ・世界遺産魅力アップ事業

 ・世界文化遺産継承事業

民俗文化財継承支援事業

北海道・東北ブロック民俗芸能大会参加

「未来につなぐＪＯＭＯＮ」世界遺産魅力アップ事業

埋蔵文化財保管活用事業

埋蔵文化財センターの普及事業の推進

 ・遺跡見学会の実施

 ・セカンドスクール的利用の推進

 ・出前授業の推進

日本遺産の活用推進

文化財調査報告書の刊行

ＨＰによる文化財データの公開

秋田県甘粛省文化交流事業

ＨＰによる遺跡地図の公開

 文化遺産の
 文化財指定
 等の推進

文化財保存調査事業

払田柵跡史跡内容確認調査

銃砲刀剣類登録審査事務

 文化遺産の
 保存・継承
 の充実

民俗文化財継承支援事業

 文化遺産に親
 しむ機会の充
 実

 無形民俗文化
 財の公開等

 埋蔵文化財の
 活用

 日本遺産の活
 用

 文化遺産に関
 する情報発信
 の推進

 文化財に関す
 る刊行等

 文化財に関す
 る情報発信

 文化遺産の
 積極的な活
 用の推進

 世界文化遺産
 の保存と活用

 世界文化遺産
「北海道･北東
 北の縄文遺跡
 群」の保存と
 活用

　２ 文化財保護施策の体系

第４期あきたの教育振興に関する基本計画 主要事業等

 文化遺産の基
 礎調査･指定等
 の推進

 文化財の調査
 と指定

文

化

遺

産

等

の

保

存

・

活

用
 ・発掘調査報告会の実施

 埋蔵文化財の
 調査

 有形の文化遺
 産の保存の充
 実

 有形文化財の
 保存修理、記
 念物・埋蔵文
 化財の保存等

重要文化財天徳寺保存修理事業

 無形の文化遺
 産の継承の推
 進

 無形民俗文化
 財の後継者育
 成等
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３ 令和７年度文化財保護関係行事予定一覧

月 期 日 行 事
４ 16日(水) 市町村文化財保護行政主管課長会議(県生涯学習センター)

26日(土)～令和８年 企画コーナー展「埋文あきた発掘展」(県埋蔵文化財センター)
３月31日(火)

５ ９日(金) 銃砲刀剣類登録審査会
６ ６日(金) あきた埋文金曜講座①(県埋蔵文化財センター)

上旬 オープンラボ(県立農業科学館)
中旬 第１回秋田県埋蔵文化財センター運営協議会
25日（水） 市町村文化財保護行政担当者会議(県生涯学習センター)

７ ４日(金) あきた埋文金曜講座②(県埋蔵文化財センター)
10日(木) 銃砲刀剣類登録審査会
上旬 あきた埋文出張展示①(県立図書館)
26日(土) 払田柵跡の歩き方(史跡払田柵跡)
下旬 第103回文化財保護審議会
下旬～８月上旬 インターンシップ・職場体験(県埋蔵文化財センター 予定)
未定 あきた埋文考古学セミナー①(由利本荘市 予定)

８ １日(金) あきた埋文金曜講座③(県埋蔵文化財センター)
上旬 博物館実習（予定）
上旬 オープンラボ(史跡払田柵跡 予定)

９ ５日(金) あきた埋文金曜講座④(県埋蔵文化財センター)
１０日(水) 銃砲刀剣類登録審査会
未定 あきた埋文考古学セミナー②(秋田市 予定)

10 ３日(金) あきた埋文金曜講座⑤(県埋蔵文化財センター)
４日(土)～13日(月） あきた埋文出張展示②(県立農業科学館)
中旬 令和８年度文化財補助事業市町村ヒアリング
下旬 オープンラボ(県立農業科学館
26日(日) 第67回北海道・東北ブロック民俗芸能大会(岩手県盛岡市)
下旬 カモシカ通常調査打合会
下旬 文化財保護審議会文化財視察会
未定 講演会「縄文時代から弥生時代への移り変わり（仮）」(秋田拠点セ

ンターALVE)
11 ７日(金) あきた埋文金曜講座⑥(県埋蔵文化財センター)

８日(土) 秋田県子ども民俗芸能交流大会(横手市)
10日(月) 銃砲刀剣類登録審査会
上旬 令和７年度文化財行政講座(文化庁)
上旬～令和８年３月 カモシカ保護地域通常調査
未定 あきた埋文考古学セミナー③(鹿角市 予定)
未定 文化財保護管理指導員報告会

12 ５日(金) あきた埋文金曜講座⑦(県埋蔵文化財センター)
令和８年 上旬 令和８年度文化財関係国庫補助事業計画ヒアリング(文化庁)
１ ９日(金) 銃砲刀剣類登録審査会

９日(金) あきた埋文金曜講座⑧(県埋蔵文化財センター)
下旬 第１回文化財保存調査委員会
下旬 第104回文化財保護審議会

２ ６日(金) あきた埋文金曜講座⑨(県埋蔵文化財センター)
28日(土)～３月10日(火) あきた埋文出張展示③(県立図書館)
上旬 第２回秋田県埋蔵文化財センター運営協議会

３ ７日(土) 秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会(県生涯学習センター)（予定）
10日(火) 銃砲刀剣類登録審査会
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４ 令和７年度事業概要

(1) 文化財の保護
① 文化財の指定・管理指導・研修・調査・活用

事 業 名 内 容
文化財保護審議会(県単) 文化財保護審議会（年２回７月、１月）

秋田県指定候補文化財に係る審議と答申など
指定文化財等の文化財視察会の開催など

文化財保護管理指導 国指定文化財、埋蔵文化財包蔵地等を巡視
(国補助・県) 文化財保護管理指導員として29名を委嘱

② 世界遺産の保存活用
事 業 名 内 容

「未来につなぐJOMON」 世界文化遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」の保存と活用
世界遺産魅力ｱｯﾌﾟ事業 ・４道県による資産の保全及びＰＲ活動

(県単) 世界遺産協議会や世界遺産フォーラム開催、HP等による情報発信。
（フォーラム 期日：未定 会場：東京、福岡、各道県）

・秋田県の構成資産に係る事業
魅力発見イベントへの支援、大湯環状列石県道移設整備、
保存活用連絡会議の開催。

(国補助・県) あきたの縄文遺産学習資料の作成・配布 ［令和２～８年度］

③ 有形文化財の保存修理・防災施設整備・観光拠点整備・保護管理・保存調査
事 業 名 文 化 財 市町村 内 容

重要文化財防災施設 重要文化財天徳寺 秋田市 防災施設整備 ［令和６～９年度］
整備(嵩上補助) 重要文化財佐藤家住宅 大仙市 自火報設置 ［令和６～８年度］

重文赤神神社五社堂 男鹿市 防災設備等改修 ［令和７年度］
耐震診断 重文旧奈良家住宅 秋田市 耐震診断 ［令和７･８年度］
耐震補強 重文大山家住宅 三種町 実施設計 ［令和７･８年度］
指定文化財 重要文化財大山家住宅 三種町 防災設備点検､除雪等
管理費補助 重要文化財神明社観音堂 潟上市 防災設備点検
(国間接補助・ 重要文化財嵯峨家住宅 秋田市 防災設備点検､除雪･雪囲い等
県） 重要文化財天徳寺 秋田市 防災設備点検､除雪等

重要文化財土田家住宅 由利本荘市 防災設備点検､雪下ろし､雪囲い等
重要文化財草彅家住宅 仙北市 防災設備点検､雪下ろし､雪囲い､差茅
重要文化財古四王神社本殿 大仙市 防災設備点検､防蟻設備管理等
重要文化財波宇志別神社神楽殿 横手市 防災設備点検､雪下ろし､雪囲い等

重要文化財鈴木家住宅 羽後町 防災設備点検､雪下ろし､雪囲い等
重要文化財三輪神社 羽後町 防災設備点検
重要文化財八幡神社 大館市 防災設備点検
重要文化財赤神神社五社堂 男鹿市 防災設備点検
重要文化財三浦家住宅 秋田市 防災設備点検､環境整備等

重要文化財小玉家住宅 潟上市 防災設備点検､防蟻設備管理等
重要文化財金家住宅 北秋田市 防災設備点検､雪囲い等
重要文化財佐藤家住宅 横手市 防災設備点検､雪下ろし､雪囲い
重要文化財旧松浦家住宅 横手市 防災設備点検､雪下ろし､雪囲い
重要文化財佐藤家住宅 大仙市 雪下ろし、環境整備等

指定文化財 旧日新館 横手市 防災設備点検、雪下ろし、雪囲い
管理費補助 黒沢家住宅 羽後町 防災設備点検、雪下ろし、雪囲い
(県単) 北鹿ハリストス正教会聖堂 大館市 防犯・防災設備点検
文化財保存 秋田県の仏像と寺社什物 由利本荘市 調査・写真撮影・法量計測・報告書作成等
調査(県単) にかほ市 [令和５～７年度］
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④ 民俗文化財の公開・保存・調査・記録作成
事 業 名 内 容

民俗芸能振興費(県単) 第67回北海道・東北ブロック民俗芸能大会への団体派遣
期日 令和７年10月26日（日）
会場 盛岡市民文化ホール（マリオス）(岩手県盛岡市）
公演芸能 金浦神楽保存会（金浦神楽・にかほ市）（予定）

民俗文化財継承支援事業 民俗芸能交流推進事業

(県単) 子ども民俗芸能交流大会を実施し、保存継承への意欲を高める。
会場：秋田ふるさと村ドーム劇場（横手市）（予定）
期日：令和７年11月８日（土）（予定）

出演：６団体（予定） ［令和５～８年度］

民俗文化財伝承支援事業（民俗文化財活性化補助金）
後継者育成に係る民俗芸能保存団体の用具修理や講座等に補助する。

［平成29年度～］
民俗文化財用具修理 重要無形民俗文化財花輪祭の屋台行事屋台修理事業
(嵩上補助) 事業者：花輪ばやし祭典委員会 ［平成28～令和15年度］

⑤ 史跡の保全・整備・活用
事 業 名 文 化 財 市町村 内 容

史跡公有化 史跡秋田城跡 秋田市 390,221.05㎡ [昭和41～令和30年度]

(国補助・市) 史跡脇本城跡 男鹿市 43,749㎡ [平成29～令和13年度]
歴史活き活き！史跡等総 史跡檜山安東氏城館跡 能代市 環境整備(伐木、集積木運搬、説明板
合活用整備事業(一般) 設置) [平成29年度～]
(国補助・市) 史跡脇本城跡 男鹿市 環境整備(ガードレール設置、景観伐

木、報告書刊行）
[平成27～令和７年度※H29休止]

史跡払田柵跡 大仙市 環境整備(南大路東建物再整備工事)
[令和元～20年度]

史跡秋田城跡 秋田市 整備保存活用計画策定
[令和５～18年度]

史跡伊勢堂岱遺跡 北秋田市 環境整備（園路整備）、環状列石等保
存調査 [令和５～９年度]

特別史跡大湯環状列石 鹿角市 第二次環境整備基本計画策定
[令和６～７年度]

同上(災害復旧) 史跡秋田城跡 秋田市 法面復旧(復旧工事)
(国補助・市) ※古四王神社が実施

史跡檜山安東氏城館跡 能代市 法面復旧(復旧工事)
[令和６～７年度]

地域の特色ある埋蔵文化 史跡秋田城跡 秋田市 公開活用(体験学習、パネル展、広報
財活用事業 資料作成等) ［平成19年度～］
(国補助・市) 史跡地蔵田遺跡 秋田市 公開活用(体験学習、パネル展、広報

資料作成等) ［平成19年度～］
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⑥ 名勝・天然記念物の調査・保全・整備
事 業 名 文 化 財 市町村 内 容

歴史活き活き！史跡等総 名勝旧池田氏庭園 大仙市 環境整備（分家庭園修復工事実施設計）
合活用整備事業
(国補助・市) ［平成16～令和15年度］
特別天然記念物 特別天然記念物カモシカ
カモシカ保護地域 小坂町・鹿角市・北秋田市(旧森吉 北奥羽山系保護地域通常調査
特別・通常調査 町・阿仁町）・上小阿仁村・秋田市 ［令和２～７年度]
(国補助・県) (旧秋田市・河辺町)・仙北市(旧田

沢湖町)
湯沢市（旧湯沢市・皆瀬村・雄勝町）南奥羽山系保護地域通常調査

［令和４～９年度］
特別天然記念物 特別天然記念物カモシカ 秋田市 防護網設置、忌避臭袋設置
カモシカ食害対策事業
(国補助・市) [平成２年度～]
天然記念物再生事業 天然記念物ザリガニ生息 大館市 飼育展示、人工増殖、第２人工生息地
(国補助・市) 地 創出 ［平成29年度～］
史跡等保存活用計画策 名勝鳥潟会館庭園 大館市 保存活用計画策定

定事業(国補助・市) ［令和７年度］

⑦ 重要伝統的建造物群保存地区内重要建造物の修理・防災施設整備・公開活用
事 業 名 文 化 財 市町村 内 容

伝統的建造物群基盤強 横手市増田重要伝統的建造物群 横手市 日の丸醸造本社西蔵
化事業(嵩上補助) 保存地区 山吉肥料店土蔵・付属屋

旧長江八兵衛商店座敷蔵
丸星石田薬局門塀・付属屋
旧佐々虎呉服店防災設備

［令和７年度］
(国補助・市) 仙北市角館重要伝統的建造物群 仙北市 西宮家板塀修景

保存地区 小堀家板塀修景
田中家板塀修景
石黒家主屋・土蔵
旧青柳家土蔵 ［令和７年度］

⑧ 銃砲刀剣類登録事務
事 業 名 内 容

銃砲刀剣類登録事務 登録審査会の開催（奇数月10日、土・日・祝日の場合は前日、9:00～12:00）
(県単) 期 日 令和７年５月９日(金)、７月10日(木)、９月10日(水)、

11月10日(月)、令和８年１月９日(金)、３月10日(火)
会 場 秋田県庁第二庁舎 ５階５２会議室

(２) 埋蔵文化財の保護
① 埋蔵文化財の発掘調査・出土品整理・報告書作成
事 業 名 内 容
遺跡詳細分布調査 (国)国道７号遊佐象潟道路、雄物川水系直轄河川改修事 遺跡分布調査
(国補助・県) 業、鳥海ダム建設事業ほか

(県ほか)国・県道整備事業、河川改修事業、秋田自動
車道４車線化事業ほか
鳥海ダム建設事業、県道整備事業、大館工業団地開発 遺跡確認調査
事業ほか

史跡内容確認調査 史跡払田柵跡 大仙市 200㎡ 第159次調査
(国補助・県) （外柵域南部沖積地の遺構内容確認調査）
緊急発掘調査 大道遺跡 にかほ市 [2,500㎡] 整理 国道７号遊佐象潟道路 縄文集落
(国交省) 事業
※[ ]内の数字は過年度 寺沢遺跡 にかほ市 [3,300㎡] 発掘 国道７号遊佐象潟道路 縄文集落、
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調査面積 整理 事業 平安集落、
近世散布地

ヲフキ遺跡 にかほ市 [2,100㎡] 整理 国道７号遊佐象潟道路 縄文集落
事業

大南遺跡 にかほ市 [2,500㎡] 整理 国道７号遊佐象潟道路 中世集落
事業

大巻Ⅰ遺跡 秋田市 [7,920㎡] 整理 雄物川水系直轄河川改 縄文散布地
大巻Ⅱ遺跡 修事業 近世散布地
道女木遺跡 秋田市 2,700㎡ 発掘 雄物川水系直轄河川改 縄文散布地

[2,400㎡] 整理 修事業 中世集落
立浪遺跡 湯沢市 [7,900㎡] 整理 国道13号横堀道路事業 縄文集落

大鍋遺跡 湯沢市 [850㎡] 整理 国道13号真室川雄勝道 縄文集落
路事業

岩ノ下遺跡 由利本荘市 1,300㎡ 発掘 鳥海ダム建設事業 中世集落
[3,700㎡] 整理 近世集落

緊急発掘調査 虫内Ⅰ遺跡 横手市 [235㎡] 整理 秋田自動車道の暫定２ 縄文集落
(東日本高速道路株 車線区間の４車線化事
式会社) 業

藤兵エ沢遺跡 横手市 1,000㎡ 発掘 秋田自動車道の暫定２ 縄文散布地
整理 車線区間の４車線化事

業
大堤沢遺跡 横手市 1,223㎡ 発掘 秋田自動車道の暫定２ 縄文散布地

整理 車線区間の４車線化事
業

緊急発掘調査 福島遺跡 羽後町 [3,220㎡] 整理 交通安全対策事業(通学 縄文集落
(県建設部) 路対策)(主)大曲大森羽

後線
坂三塔遺跡 横手市 [850㎡] 整理 地方道路交付金事業(改 縄文集落、

築)(一)植田平鹿線(上 近世集落
都工区)

上野乙遺跡 美郷町 [690㎡] 整理 県単道路改築事業(主) 縄文集落
角館六郷線(千屋第二工
区)

本町遺跡 横手市 [1,292㎡] 整理 地方街路交付金事業都 縄文集落
市計画道路八幡根岸線
(根岸町工区)

上宮ノ沢遺跡 男鹿市 [720㎡] 整理 地方街路交付金工事国 縄文集落
道101号(浜間口工区)

市町村遺跡詳細分 鹿角市内遺跡発掘調査 鹿角市 緊急分布(１件)、詳細分布(２件)
布調査 大館市内遺跡発掘調査 大館市 緊急分布･確認(４件)

(嵩上補助) 史跡檜山安東氏城館跡・ 能代市 緊急分布(２件)、史跡内容確認 201㎡(１
能代市内遺跡発掘調査 件)
史跡秋田城跡・ 秋田市 緊急分布(９件)、史跡内容確認 ５２５㎡
秋田市内遺跡発掘調査 (３件)
由利本荘市内遺跡発掘調査 由利本荘市 緊急分布、確認(９件)、詳細分布 遺跡地

図作成(１件) 、縄張調査（１件）
にかほ市内遺跡発掘調査 にかほ市 緊急分布(２件)
大仙市内遺跡発掘調査 大仙市 緊急分布(６件)
美郷町内遺跡発掘調査 美郷町 緊急分布(４件)
横手市内遺跡発掘調査 横手市 緊急分布(１件)、緊急発掘 6,550㎡(１件)､

緊急発掘整理(２件)、保存目的整理(１件)
出土遺物保存処理 秋田城跡出土遺物 秋田市 木簡・鉄製品
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② 埋蔵文化財センターの整備充実・収蔵品活用
事 業 名 内 容

管理運営(県単) 県内遺跡の発掘調査、出土遺物の保存処理・整理・収蔵。
出土遺物の活用、発掘調査現場の見学会等、公開活用事業の実施。

秋田県埋蔵文化財セン 埋蔵文化財センター運営協議会（年２回 ６月、２月）
ター運営協議会(県単) 埋蔵文化財センターの適正な運営と効果的な事業の推進を図るため、当面

する課題について、公募並びに有識者の委員による協議を行う。
秋田県埋蔵文化財 令和７年度に実施する遺跡発掘調査の成果報告を行う。
発掘調査報告会(県単) 期日 令和８年３月７日（土）

会場 秋田県生涯学習センター（秋田市）（予定）
埋蔵文化財保管活用 企画コーナー展、出張展示、講演会、考古学セミナー、金曜講座、オープン
事業 ラボ等の埋蔵文化財を活用した展示会、公開講座、体験学習会等を開催する。
(国補助・県) 刊行物等を発行し、発掘調査等の最新情報や埋蔵文化財活用情報等を広報す

る。
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５ 秋田県文化財保護審議会委員

№ 氏 名 役 職 名 等 備 考

１ 阿 部 裕紀子 元秋田県立大学非常勤講師 任期②

２ 加 藤 竜 悦 秋田県鳥獣研究会会長 任期②

３ 菊 池 慶 子 東北学院大学東北文化研究所特別研究員 任期②

４ 三 戸 忠 洋 秋田魁新報社文化部長 任期②

５ 髙 橋 正 元秋田県立博物館長 任期②

６ 高 橋 秀 晴 秋田県立大学副学長 任期①

７ 林 信太郎 秋田大学名誉教授 任期②

８ 藤 澤 昌 元美郷町立美郷中学校長 任期②

９ 蒔 田 明 史 秋田県立大学理事兼副学長 任期②

10 三 浦 直 元秋田県立近代美術館副館長 任期②

11 李 雪 秋田県立大学システム科学技術学部准教授 任期②

12 渡 辺 千 明 秋田県立大学木材高度加工研究所准教授 任期②

五十音順

任期① 令和６年 ９月 ８日～令和８年 ９月 ７日

任期② 令和７年 ４月 １日～令和９年 ３月３１日

文化財保護 Ⅰ 令和７年度施策概要
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６ 文化財保護行政機関

《教育庁払田柵跡調査事務所》
１ 概 要
「史跡払田柵跡の発掘及びこれに伴う出土品の調査研究」を目的として1974(昭和49)年に設置。
■所 在 地
〒014-0802 大仙市払田字牛嶋20（TEL 0187-69-2442 FAX 0187-69-3330）

https://common3.pref.akita.lg.jp/hotta/
E-mail:hotta-no-saku@mail2.pref.akita.jp

２ 主な事業
■史跡内容確認調査

５年で１単位とする中期計画を立て、継続的に実施。本年度は、第11次５年計画の第２年次
となり、第159次調査（外柵南門、南大路の東側の遺構内容確認調査）を実施する。

■関連遺跡の試掘調査等
払田柵跡指定地外の同時代関連遺跡について、関連資料・情報の収集、現地踏査を踏まえた

上で試掘調査を実施する予定。
■調査指導

払田柵跡に関連する古代遺跡及び市町村が実施する発掘調査への調査指導や協力を行う。
■調査成果の普及と関連活動

《秋田県埋蔵文化財センター》
１ 概 要

所長
副所長

総務チーム 調査チーム 資料管理活用チーム 中央調査チーム 男鹿収蔵庫

大 仙 市 秋田市 男鹿市

■総務チーム・調査チーム・資料管理活用チーム
〒014-0802 大仙市払田字牛嶋20（TEL 0187-69-3331 FAX 0187-69-3330）

https://common3.pref.akita.lg.jp/maibun/
E-mail:maibun@pref.akita.lg.jp

《施設の概要》
・設 置 年：1981(昭和56)年
・施 設：整理室、収蔵庫、特別展示室、研修室、保存処理室

《特別展示室の公開（旧石器時代～近世出土品展示）》
・公 開 時 間：午前９時～午後４時
・休 日：年末年始（12月28日～１月３日）、成人の日、建国記念の日、春分の日

■中央調査チーム
〒010-1621 秋田市新屋栗田町11-1（TEL 018-893-3901 FAX 018-893-3899）
《展示室の公開》
・公 開 時 間：午前９時～午後４時
・休 日：土・日・休日、年末年始（12月28日～１月３日）
男鹿収蔵庫
〒010-0502 男鹿市船川港比詰字餅ヶ沢200

文化財保護 Ⅰ 令和７年度施策概要
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令和６年度の利用状況 （令和７年３月31日現在）
児童・生徒等 一 般 合 計

延べ人数 543人 9,169人 9,712人
年度別利用状況
年 度 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 累計（昭和56～）
観覧者数 20,592 11,486 11,170 15,784 9,712 298,051人

２ 主な活用普及事業

事 業 名 趣 旨 と 内 容 期日及び場所

見 遺跡見学会 発掘調査の成果を地域住民や県民に公開 各遺跡の調査状況に合わせて随
学 し、地域の歴史や埋蔵文化財保護への興 時
会 [昭和54年～] 味・関心を喚起する。

企画コーナー展 埋蔵文化財を新たな切り口で考えること 令和７年４月26日（土）
のできるテーマを設定して企画コーナー ～令和８年３月31日（火）
展を 開催し、埋蔵文化財と現代社会と 〈埋蔵文化財センター特別展示室〉

展 のつながりを考え、文化財保護に対する
興味・関心を高める。

[令和４年～] テーマ「埋文あきた発掘展」（仮）

あきた埋文出張展示 埋蔵文化財を活用した展示を埋蔵文化財 ①令和７年７月12日（土）
センター以外の会場でも開催し、より広 ～８月12日（火）（予定）
く県民に公開することにより、実物を体 〈県立図書館〉
感できる機会とするとともに、地域の歴 ②令和７年10月４日（土）
史や文化、埋蔵文化財に対する理解を深 ～10月13日（月）（予定）

示 める。 〈県立農業科学館〉
[平成18年～] ①「色で見るあきたの歴史」（仮） ③令和８年２月28日（土）

②「土器に生ける秋の草花展」 ～３月10日（火）（予定）
③「あきた遺跡発掘最前線！2025」 〈県立図書館〉

講演会 埋蔵文化財に係る様々なテーマで講演会 令和７年10月
を実施し、埋蔵文化財と現代社会とのつ 〈秋田拠点センターアルヴェ〉
ながりを考え、文化財保護に対する興味
・関心を高める。

[平成19年]～「縄文時代から弥生時代への移り変わり」
（仮）

あきた埋文考古学セ 県内外各地域の考古学を学ぶことにより、 ①令和７年７月

ミナー 郷土の歴史や文化財に対する興味・関心 〈由利本荘市〉

を高めてもらうと同時に、地域に誇りを ②令和７年９月
講 持ち愛着を涵養する機会とする。 〈秋田市〉

[平成17年～] ①「子吉川流域の縄文時代」（仮） ③令和７年11月

②「八郎潟沿岸の縄文時代」（仮） 〈鹿角市〉

③「米代川流域の縄文時代」（仮）

あきた埋文金曜講座 令和７年６月から令和８年２月まで毎月 ①令和７年６月６日（金）
第一もしくは第二金曜日に、本県の埋蔵 ②令和７年７月４日（金）
文化財を中心とした文化財に関して様々 ③令和７年８月１日（金）
なテーマで分かりやすく、より深くをモ ④令和７年９月５日（金）
ットーとした講座を実施し、郷土の歴史 ⑤令和７年10月３日（金）
や文化財に親しみ、地域に対する誇りや ⑥令和７年11月７日（金）
愛着を深める。 ⑦令和７年12月５日（金）

⑧令和８年１月９日（金）
⑨令和８年２月６日（金）

文化財保護 Ⅰ 令和７年度施策概要
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[令和３年～] 〈埋蔵文化財センター〉

払田柵跡活用事業 史跡払田柵跡を散策しながら、発掘調査 令和７年７月26日（土）（予定）
「払田柵跡の歩き方」成果と史跡公園としての活用のあり方を 〈払田柵跡〉

[令和３年～] 学び、地域に対する誇りや愛着を深める。

埋蔵文化財発掘調査 発掘調査成果を一般県民に広く公開する 令和８年３月７日（土）
報告会 ことによって、埋蔵文化財への興味・関 〈県生涯学習センター〉

座 心を高め、生涯学習や地域づくりに役立
てることをねらいとする。発掘調査した

[昭和54年～] 遺跡の成果報告を行う。

県庁出前講座 文化財への興味や関心を高め、地域づく 随時
りの一助として学習の機会を提供する。 〈県内各所〉

体 オープンラボ 小・中学生、高校生及びその保護者、一 ①令和７年６月（予定）
般県民を対象に、埋蔵文化財資料を活用 〈県立農業科学館〉

験 した体験活動を行う。 ②令和７年８月（予定）
〈史跡払田柵跡〉

教 ③令和７年10月（予定）
〈県立農業科学館〉

室 その他依頼により随時

セカンドスクール的 児童・生徒の埋蔵文化財に関わる体験的 随時
利用 活動を歴史学習の導入とするとともに、 〈埋蔵文化財センター等〉

文化財への興味・関心を高め、郷土を愛
学 する心を育むことを主眼とする。土器や
校 石器の観察・施文などの体験学習や出土
利 品説明などを出前授業の形態でも行う。
用 また、職場体験・インターンシップの場
・ [平成11年～] としても活用を図る。
研
修 職場体験・インター 出土品整理や普及活用事業などの埋蔵文 通年
等 ンシップ 化財センターの業務を体験する。 〈埋蔵文化財センター〉

博物館実習 埋蔵文化財センターの業務を体験しなが 通年
ら、考古遺物の取り扱い、資料収蔵整理、〈埋蔵文化財センター〉
展示・資料活用の企画、運営などを学ぶ。
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